
豊岡農業改良普及センター

３月１４日に行われましたセリ市の全体の平均価格は、去勢が４２万７千円・

雌が４２万５千円でした。

普及センター調べ（税込み価格）

（本人落としも含むため、JA公表数値とは異なります）
去勢 雌 総計

地域
頭数 DG 平均価格 頭数 DG 平均価格 頭数 平均価格

宍粟・佐用 10 0.994 405,720 14 0.896 428,250 24 418,863

篠山 6 0.969 388,500 2 0.801 465,150 8 407,663

丹波 22 0.937 410,073 20 0.857 425,985 42 417,650

朝来 7 0.933 396,750 8 0.805 377,213 15 386,330

播磨 18 0.939 406,058 14 0.827 360,675 32 386,203

美方郡 47 0.973 451,500 49 0.849 464,036 96 457,898

豊岡 13 0.948 433,408 13 0.789 381,150 26 407,279

養父 11 0.994 450,355 11 0.868 439,377 22 444,866

摂津・神戸 2 0.929 440,475 4 0.773 361,463 6 387,800

県北 C 2 0.888 368,025 3 0.740 387,800 5 379,890

市場全体 138 0.960 426,970 138 0.841 424,984 276 425,977



価格は税込み （１０頭以上の出荷があった種雄牛のみ記載）

市場平均以上の種雄牛は福芳土井、照美土井となりました。

北部農業技術センター提供（育種価評価は平成２4年 1月現在）

去勢 雌 総計順

位
種雄牛

頭数 D G 平均価格 頭数 D G 平均価格 頭数 平均価格

1 福芳土井 25 1.021 475,104 24 0.904 518,875 49 496,543

2 照美土井 4 0.905 441,000 8 0.826 425,250 12 430,500

- 平均・合計 138 0.960 426,970 138 0.841 424,984 276 425,977

3 丸宮土井 12 0.909 417,813 16 0.806 431,747 28 425,775

4 芳山土井 29 0.962 452,984 21 0.856 385,850 50 424,788

5 丸富土井 8 0.947 415,931 11 0.838 427,445 19 422,597

6 丸福土井 10 0.930 423,360 7 0.789 383,700 17 407,029

7 菊西土井 27 0.942 405,456 32 0.835 396,145 59 400,406

種雄牛 枝肉重量 ﾛｰｽ芯面積 バラの厚さ 皮下脂肪厚 歩留 脂肪交雑

１ 福芳土井 A+++→A++ A→Ｂ A++ D C A+→A++

２ 照美土井 A A+ A C→Ｂ A A+

３ 丸宮土井 Ｂ→A A+ A→A++ A++ A++ A+++

４ 芳山土井 A++ A++→A+ A+++→A++ D A+ A++→A+

５ 丸富土井 Ｃ→A A+→A++ D→C A→Ｂ A+→A++ A++→A+++

6 丸福土井 D A+→A C→D D→C A+ A+++→A++

7 菊西土井 A+ A+ C B Ｂ A+



３月市の結果
価格は税込み 普及センター調べ

３月市では、すくすく草育ちが８頭出場しました。市場平均と比較して”すくすく
草育ち”の平均価格は、去勢が２万６千円高で、雌が６万７千円安でした。

なお、何か困ったこと（飼養管理、堆肥問題 等）、情報（子牛価格 等）や、この

資料配布でご不明な点や誤りなどありましたら、下記までお気軽にお電話ください。

豊岡農業改良普及センター 畜産担当まで （0796-26-3708）

去勢 雌 総計
地 域

頭数 D G 平均価格 頭数 D G 平均価格 頭数 平均価格

すくすく草育ち 6 1.011 453,425 2 0.803 358,050 8 429,581

市場全体との比較 － 0.051 26,455 － -0.037 -66,934 － 3,605

篠山 1 1.137 413,700 － － － 1 413,700

丹波 2 0.942 436,275 － － － 2 436,275

美方郡 － － － 1 0.792 368,550 1 368,550

養父 1 1.053 615,300 － － － 1 615,300

豊岡 2 0.996 409,500 1 0.815 347,550 3 388,850



今月号は、平成 23 年度の結果を分析しました。分析頭数は、去勢子牛１，７６３頭、雌子牛
１，３６８頭です。表のパーセントの付いている数値は、市場ごとの平均価格を１００％とし、

比較した数値です。

去勢 雌
枝肉重量

頭数 平均 DG 平均価格対比 頭数 平均 DG 平均価格対比

A 1,117 0.970 103.8% 790 0.857 105.1%

B 293 0.945 95.9% 230 0.830 97.3%

C 201 0.911 88.2% 198 0.794 90.0%

表示なし 152 0.936 95.7% 150 0.824 90.7%

去勢 雌
脂肪交雑

頭数 平均 DG 平均価格対比 頭数 平均 DG 平均価格対比

A 1,367 0.957 102.8% 1,036 0.841 103.4%

B 224 0.967 87.9% 161 0.851 89.2%

C 20 0.917 73.7% 21 0.819 80.9%

表示なし 152 0.936 95.7% 150 0.824 90.7%

脂肪交雑
去勢

A B C

A 967 頭 106.1% 140 頭 90.1% 10 頭 74.0%

B 228 頭 99.3% 59 頭 85.0% 6 頭 74.7%
枝肉

重量
C 172 頭 89.4% 25 頭 82.3% 4 頭 71.6%

脂肪交雑
雌

A B C

A 684 頭 107.5% 95 頭 89.6% 11 頭 85.8%

B 186 頭 99.1% 39 頭 90.9% 5 頭 77.4%
枝肉

重量
C 166 頭 91.3% 27 頭 84.9% 5 頭 73.5%

★ ★つぶやき★★
育種価表示がされて早一年が過ぎました。今回最後の分析をします。

①枝肉重量について
去勢、雌ともに期待育種価が高いほど平均ＤＧが大きく、価格も高く取引されているようです。
雌子牛の取引も期待育種価が高いほど価格も高く取引される傾向がみられます。
②脂肪交雑
去勢、雌子牛ともに平均ＤＧに傾向はみられませんが、取引価格については期待育種価が高い
ほど高いようです。
③枝肉重量ＶＳ脂肪交雑
去勢・雌子牛ともに、枝肉重量・脂肪交雑の期待育種価が高いほど高く取引がされています。
平均価格以上の取引をするには、枝肉重量の期待育種価が B以上にする必要があります。

これまでの統計処理は一番単純な方法で行っていますが、上記の傾向は今後とも変わらないと思
います。しかし育種価に翻弄されて、母牛の選定を誤らないで下さい。牛は、一代だけで儲ける
モノではないと思うのですが・・・


